
９. 教員養成シンポジウム＆ＦＤ

コロナ禍の中で、子どもたちを教育し、指導していく教師の資質能力の向上が重要な教

育課題となっている。いうまでもなく教師の資質能力の向上には、教科指導力だけでなく、

児童・生徒理解力が欠かせない。 

このような中で文部科学省は、従来から、教科指導力に関わる『学習指導要領』と同格

以上に重視されてきた『生徒指導提要』を 12 年ぶりに全面改訂※した。今回の改訂では、

いじめ問題、GIGA スクール構想、発達障がい、性的マイノリティ等、子どもたちを取り巻

く大きな社会変容に柔軟に対応する内容となっている。 

今年度のシンポジウムでは、この改訂作業で中心的役割を果たした座長の東京理科大学

教授・八並光俊氏（中教審委員）をお迎えして、令和の教師に必要な資質能力について講

演いただいた。 

開催日時：令和５年２月 14 日（火） 13:00－14:30 

実施方法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 

参加者数：170 人 

プログラム（進行：昌子副センター長）： 

13:00－13:05 開会挨拶 はじめに 太田 寛行 学長 

13:05－13:10 趣旨説明 小川哲哉 

13:10－14:10 講演「令和の教師に必要な資質能力」 

八並 光俊氏 

（東京理科大学教授 日本生徒指導学会会長・中央教育審議会委員

及びいじめ防止対策協議会委員） 

14:10－14:25 質疑応答 

14:25－14:30 まとめ・閉会挨拶 野崎英明 
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